
三
六

柵
戸
考

板

橋

源

一

序

言

ゎ

が

國

の

上

古

に

お

い

て

，

連

堵

開

拓

史

上

－

に

欄

が

そ

の

重

要

な

役

割

を

果

し

た

こ

と

は

周

知

の

と

こ

ろ

で

あ

る

。

欄

戸

は

こ

の

欄

に

附

慥

し

て

設

け

ら

れ

た

も

の

で

あ

っ

て

，

東

北

連

境

地

域

に

限

ら

す

日

向

・

大

隅

・

薩

摩

等

の

西

南

連

境

地

域

に

設

け

ら

れ

た

欄

に

も

あ

っ

た

が

註

1

，

史

料

に

乏

し

い

た

め

今

日

と

な

っ

て

は

そ

の

全

貌

を

明

ら

か

に

し

か

た

い

。

両

地

域

の

欄

戸

の

掛

比

が

出

座

な

い

こ

と

し

は

遺

憾

で

あ

る

。

天

皇

制

古

代

国

家

白

木

の

確

立

史

上

に

一

時

期

を

劃

し

た

大

化

改

新

の

翌

々

年

、

早

く

も

六

，

凹

七

年

に

浮

足

欄

が

造

ら

れ

同

時

に

欄

戸

が

置

か

れ

だ

の

を

そ

の

初

見

と

し

て

、

東

北

追

境

開

拓

基

地

欄

名

は

磐

舟

．

都

岐

沙

巌

．

出

綱

・

多

賀

・

．

玉

造

・

新

田

．

牡

鹿

・

色

魔

・

雄

勝

・

桃

生

・

伸

治

・

発

条

・

秋

田

・

由

埋

・

中

山

等

十

指

に

余

る

ほ

ど

散

見

し

て

い

る

。

欄

の

地

理

的

位

置

に

つ

い

て

の

比

定

は

、

徳

川

中

期

以

降

、

数

々

の

先

人

に

よ

っ

て

着

々

な

さ

れ

て

い

る

し

、

欄

の

構

造

に

関

し

て

は

、

文

部

省

の

史

蹟

精

査

報

告

第

三

、

梯

田

欄

址

．

城

輪

欄

吐

篇

（

昭

和

十

三

年

刊

）

に

詳

細

を

つ

く

し

て

い

る

。

本

稿

は

東

北

港

境

地

域

の

欄

戸

だ

け

に

掬

し

て

散

見

す

る

史

料

を

一

應

ま

と

め

て

み

た

小

論

考

に

す

ぎ

な

い

。

註

1

緯

日

本

記

．

稀

徳

天

皇

天

平

紳

護

二

年

六

月

催

。

伯

、

薩

摩

に

柵

を

設

け

た

こ

と

が

同

夏

雲

美

空

年

十

月

條

に

「

唱

吏

國

司

等

ボ

纎

摩

言

、

於

二

國

内

要

貫

之

地

∴

建

レ

柵

は

レ

戌

守

レ

之

、

許

焉

」

と

見

え

て

い

る

0

二

飼

養

蝦

夷

史

上

初

め

て

見

え

る

浮

足

欄

に

つ

い

て

孝

徳

紀

に

「

大

化

三

年

，

造

二

浮

足

欄

」

軍

一

欄

戸

」

老

人

宰

相

謂

之

日

、

数

年

，

鼠

向

レ

東

行

、

此

造

レ

欄

之

兆

乎

」

と

あ

る

。

こ

れ

は

前

年

の

同

紀

に

「

是

歳

、

越

凶

之

鼠

，

蔓

花

柄

達

，

向

レ

東

移

去

」

と

い

っ

て

い

る

記

載

に

照

應

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

浮

足

欄

が

設

け

ら

れ

る

前

兆

L

し

て

鼠

が

東

に

移

り

去

つ

た

と

い

う

こ

と

が

わ

ざ

わ

ざ

史

に

記

録

さ

れ

て

い

る

の

は

事

苦

こ

の

時

そ

ん

な

こ

、

と

が

あ

っ

た

か

ら

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

常

時

一

般

に

地

理

上

の

位

置

の

欒

夏

を

と

も

な

う

よ

う

な

政

治

的

一

大

欒

革

の

起

る

場

合

の

前

兆

と

し

て

の

偶

意

も

あ

っ

た

こ

と

と

思

は

れ

る

。

そ

の

－

証

様

と

し

て

攻

の

如

き

事

例

が

注

目

さ

れ

る

。

そ

の

一

例

。

孝

徳

天

皇

は

自

雉

五

年

十

月

に

難

波

長

柄

豊

綺

宮

に

歿

せ

ら

れ

た

と

き

，

そ

の

年

の

十

二

月

に

皇

太

子

中

大

兄

皇

子

は

皇

弧

母

食

を

奉

じ

て

倭

河

逢



行
宮
に
宮
遥
り
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
．
煤
淡
か
ら
再
び
倭
へ
都
が
違
っ
た
の
は
 
 

今
述
べ
た
如
く
五
年
の
十
二
月
で
ぁ
る
が
、
こ
の
年
の
正
月
條
に
は
 
「
戊
申
朔
 
 

夜
、
鼠
向
二
倭
都
一
雨
遥
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
烏
十
二
月
條
の
宮
造
り
の
記
載
 
 

と
照
應
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
十
二
月
債
に
は
宮
逼
り
の
あ
つ
た
こ
と
を
述
べ
 
 

た
後
に
引
き
つ
づ
い
て
、
明
瞭
に
「
老
者
語
之
日
、
鼠
向
＝
倭
都
」
 
遷
レ
都
之
兆
 
 

也
」
と
記
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
二
例
。
天
倉
天
皇
の
由
位
元
年
四
月
に
鼠
が
馬
の
崖
に
子
を
産
む
と
い
う
 
 

奇
瑞
が
起
っ
た
。
禅
道
蘇
が
奇
瑞
を
占
つ
て
次
の
如
く
言
つ
て
い
る
。
「
北
国
之
人
 
 

膚
レ
附
二
南
国
」
 
華
向
麗
破
而
寧
一
日
本
一
乎
」
。
十
二
支
で
い
う
と
馬
は
午
で
あ
つ
 
 

て
、
方
位
か
ら
い
え
ば
南
に
懲
り
南
方
の
観
即
ち
日
本
を
意
味
し
、
鼠
は
子
で
北
 
 

方
の
囲
高
麗
を
偶
し
た
も
の
で
、
北
方
幽
の
高
麗
が
文
字
通
す
南
方
閉
口
本
の
横
 
 

尾
に
附
く
こ
と
の
前
兆
で
あ
る
と
の
偶
意
を
表
明
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
三
例
。
天
智
天
皇
の
六
年
三
月
に
都
か
一
時
近
江
に
遭
っ
た
こ
と
か
あ
つ
 
 

た
か
、
こ
の
場
合
に
も
そ
の
前
年
の
紀
に
「
五
年
、
是
冬
、
京
都
之
鼠
向
二
近
江
一
 
 

移
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
見
失
張
り
都
遷
り
の
記
事
と
照
應
し
て
い
る
 
 

の
で
ぁ
る
。
 
 
 

汚
尭
珊
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
ば
、
常
時
国
家
的
一
大
関
心
事
で
あ
つ
た
 
 

こ
と
が
こ
の
鼠
東
行
記
事
か
ら
で
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

天
皇
制
苗
代
国
家
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
大
化
の
頃
ま
で
に
度
々
蝦
夷
討
伐
 
 

の
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
所
謂
遠
征
行
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
 
 

ぁ
つ
て
、
開
拓
宣
撫
接
点
を
確
立
で
る
と
い
う
而
で
は
充
分
な
も
の
で
は
ト
㌧
か
つ
 
 

た
。
後
方
兵
端
地
域
と
の
連
絡
を
考
慮
に
い
れ
て
、
開
拓
前
進
接
点
を
確
保
ナ
ノ
る
 
 

掛
 
 
声
 
 
考
 
（
枚
橋
）
 
 

と
い
う
計
高
位
の
あ
る
嬰
票
″
開
始
さ
れ
た
り
は
、
ま
さ
に
大
化
以
後
か
ら
で
あ
 
 

つ
た
。
 
 
 

大
化
改
新
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
既
に
周
く
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
 
 

る
が
、
大
化
改
新
は
東
北
追
境
拘
拓
と
い
う
外
延
的
績
張
政
策
上
に
お
い
て
も
一
 
 

大
韓
磯
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
 
 
 

大
化
元
年
八
月
、
改
新
の
詔
が
宣
せ
ら
れ
た
と
き
、
国
都
の
武
器
は
新
に
設
け
 
 

ら
れ
た
兵
庫
に
収
公
さ
れ
た
が
、
蝦
夷
地
に
近
い
退
団
に
あ
る
武
器
は
猶
そ
の
本
 
 

主
に
あ
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
特
例
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
の
一
つ
 
 

の
具
体
化
と
し
て
、
そ
の
翌
■
年
に
浮
足
欄
か
設
脅
さ
れ
、
次
い
で
翌
頭
年
に
は
 
 

磐
舟
棚
か
治
め
ら
れ
た
。
「
以
備
一
恕
夷
」
 
途
選
下
越
蹴
ハ
二
倍
準
之
民
い
姶
琴
加
 
 

戸
一
」
と
紀
に
見
え
て
い
る
。
 
 

欄
に
は
主
管
と
し
て
棚
造
か
あ
つ
た
こ
と
は
岐
沙
藤
棚
造
鯛
・
浮
足
欄
造
大
伴
 
 

君
相
模
証
1
な
ど
と
い
う
名
山
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
相
造
は
キ
ノ
 
 

ミ
ヤ
プ
コ
で
、
造
は
幽
造
の
↑
ヤ
ツ
コ
と
同
し
く
そ
の
主
管
者
た
る
こ
と
空
ボ
す
 
 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
欄
造
の
下
に
判
官
が
あ
つ
左
∵
註
2
そ
の
構
成
人
員
に
つ
 
 

い
て
は
史
料
を
欠
く
の
で
不
詳
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
如
き
棚
官
の
下
に
欄
戸
が
お
か
れ
た
。
越
と
信
濃
．
か
ら
配
さ
れ
た
磐
舟
 
 

欄
戸
は
、
欄
の
創
脅
視
で
あ
る
か
ら
勇
健
な
良
民
か
選
ば
れ
た
。
榊
戸
に
は
一
般
 
 

良
民
の
外
に
欄
養
蝦
夷
と
よ
ば
れ
た
節
憤
し
た
蝦
夷
も
常
て
ら
れ
、
奈
良
朝
以
前
 
 

に
多
く
見
え
て
い
る
。
秀
明
紀
の
元
年
七
月
條
に
は
欄
養
蝦
夷
九
人
に
冠
二
階
を
 
 

授
け
工
こ
と
が
見
え
、
次
い
で
同
四
年
七
月
傑
に
は
欄
毒
蛇
夷
二
人
に
佐
一
階
を
 
 

授
け
、
持
続
紀
の
三
年
正
月
僚
に
は
陸
奥
固
優
噂
曇
郡
の
城
養
夷
脂
利
害
男
鹿
呂
 
 

三
七
 
 
 



岩
手
大
草
草
薮
学
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 
 

と
鉄
蹄
と
い
う
二
人
の
請
願
に
よ
ら
そ
の
沙
門
と
な
る
こ
と
を
許
可
し
た
こ
と
が
 
 

見
え
て
い
る
。
更
に
孝
詳
記
の
天
卒
賓
字
二
年
六
月
仮
に
は
陸
奥
囲
の
上
言
に
よ
 
 

っ
て
、
霹
降
し
た
夷
膵
男
女
ナ
′
べ
て
一
六
九
〇
余
人
が
個
別
の
種
子
を
景
給
さ
 
 

れ
、
永
く
重
民
と
な
り
蓬
要
を
守
る
軍
に
充
雷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
に
は
欄
 
 

養
蝦
夷
に
配
さ
れ
た
も
の
が
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
稲
穂
紀
の
賓
亀
元
年
八
年
債
 
 

に
「
撃
二
二
同
族
↓
必
俊
二
城
欄
」
と
琴
吉
し
て
そ
の
徒
族
一
業
を
奪
え
て
蝦
夷
 
 

地
探
′
＼
逃
げ
去
っ
て
い
つ
た
宇
漢
迷
公
宇
屈
滋
字
は
城
欄
に
配
さ
れ
て
い
た
欄
養
 
 

蝦
夷
で
あ
つ
で
．
そ
い
閤
に
生
じ
た
紛
争
再
故
に
か
ゝ
る
併
焉
に
出
た
も
め
で
あ
 
 

っ
た
ら
う
。
光
仁
紀
の
賓
亀
十
一
年
八
月
債
に
「
己
等
塚
〓
感
官
威
」
 
久
居
二
城
 
 

下
」
今
此
秋
田
城
、
率
水
餅
レ
菜
顛
、
焉
レ
番
伐
レ
奮
遠
保
乎
」
と
出
羽
国
鉄
狭
洒
 
 

軍
に
歎
し
て
言
っ
て
い
る
狭
志
良
須
と
辟
囚
字
奈
古
も
、
そ
の
言
っ
て
い
る
と
こ
 
 

ろ
か
ら
み
る
と
秋
m
城
の
欄
養
蝦
夷
で
ぁ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
 
 
 

欄
養
蝦
夷
、
こ
れ
を
キ
カ
フ
の
エ
ブ
と
訓
み
な
ら
し
て
い
る
が
、
欄
養
蝦
夷
の
 
 

ぅ
ち
に
は
内
地
に
移
さ
れ
て
新
に
一
郡
を
な
し
た
場
合
も
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
遠
江
固
の
城
飼
郡
が
そ
の
例
で
は
ぁ
る
ま
い
か
。
域
飼
郡
と
い
う
部
名
は
今
 
 

日
ほ
ろ
ん
で
停
え
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
古
く
は
和
讃
景
雲
閏
年
八
月
二
日
付
の
 
 

正
倉
院
文
書
常
識
優
姿
塞
等
裏
道
文
に
見
え
て
い
る
の
を
初
め
と
し
、
詫
3
光
仁
 
 

紀
賓
亀
二
年
三
月
債
・
文
穂
紀
仁
語
元
年
十
二
月
條
及
び
同
二
年
七
月
慄
等
に
鼠
 
 

キ
カ
ブ
 
 

え
て
い
て
、
和
名
抄
で
は
岐
加
布
部
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
大
陸
や
牛
島
か
 
 

ら
投
兼
し
た
露
化
人
一
里
埋
蔵
地
方
は
勿
論
の
こ
と
東
澹
の
国
々
に
移
配
し
た
こ
と
 
 

は
史
に
屡
々
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
天
武
天
皇
の
四
年
十
月
に
は
筑
紫
か
ら
 
 

唐
人
三
十
人
を
貢
し
た
と
き
祐
筆
急
送
江
幽
に
安
置
し
て
い
る
。
そ
の
土
地
は
今
 
 

三
八
 
 
 

の
小
笠
郡
内
田
村
の
一
う
ち
に
な
つ
て
い
る
鹿
磯
郷
で
あ
つ
て
、
和
名
妙
に
い
う
城
 
 

飼
郡
の
鹿
城
郷
で
あ
ら
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
 
 

る
如
く
、
遠
江
観
は
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
所
謂
冤
囲
で
あ
つ
て
、
土
地
寛
く
人
口
 
 

の
少
な
い
緒
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
移
民
を
諸
国
に
安
寧
T
る
場
合
の
人
数
は
、
 
 

数
十
人
か
ら
多
け
れ
ば
数
百
人
か
ら
千
を
以
て
す
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
天
智
紀
五
 
 

年
の
怪
に
は
t
百
漕
の
男
女
二
千
余
人
を
東
国
に
安
置
し
て
い
る
、
薩
に
齢
化
人
を
 
 

移
配
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
も
つ
て
新
に
建
部
す
る
場
合
も
あ
 
 

る
。
元
正
妃
元
年
七
月
債
に
、
尾
張
国
人
庶
閏
君
過
近
及
び
新
藤
人
七
十
国
家
を
 
 

芙
濃
艶
に
賞
し
て
始
空
し
席
田
郡
を
建
て
て
い
る
。
元
正
紀
量
感
三
盆
五
月
條
に
 
 

は
、
高
麗
人
一
七
九
九
人
を
武
荘
園
に
達
し
て
高
麗
郡
を
設
置
し
て
い
る
。
淳
仁
 
 

紀
夫
卒
欝
字
八
月
債
で
は
、
・
武
戒
翰
に
新
座
人
の
癖
が
建
て
ら
れ
た
。
常
時
の
原
 
 

田
郡
は
現
在
の
本
巣
郡
に
、
高
麗
郡
は
入
間
郡
に
、
そ
し
て
新
藤
郡
は
後
に
新
座
 
 

郡
と
改
め
ら
れ
今
の
北
足
立
郡
に
属
し
て
い
る
。
以
上
の
如
く
建
都
設
置
は
内
地
 
 

公
民
の
自
然
的
戸
口
檜
加
や
人
為
的
移
住
弟
拓
に
よ
る
も
の
の
外
に
、
蹄
化
人
の
 
 

安
置
に
よ
る
場
合
も
あ
つ
た
し
、
更
に
内
地
浮
浪
人
や
蝦
夷
人
に
∵
よ
る
建
都
も
稀
 
 

有
空
し
と
で
は
な
か
つ
た
。
天
武
紀
十
一
年
四
月
條
に
は
「
越
蝦
夷
伊
高
岐
部
 
 

等
、
講
三
浮
人
七
十
戸
焉
二
一
郡
い
 
乃
撃
之
」
と
見
え
、
考
課
紀
天
卒
防
賓
七
年
 
 

五
月
條
に
は
「
大
隅
幽
葦
刈
村
浮
浪
九
石
井
余
人
亨
欲
レ
建
二
郡
家
」
許
レ
之
」
と
 
 

あ
る
。
建
部
を
ゆ
る
さ
れ
る
よ
う
写
蝦
夷
は
順
化
の
す
す
ん
㍗
も
の
で
な
け
れ
ば
・
 
 

な
ら
書
か
つ
た
ら
う
し
、
欄
養
蝦
夷
な
ど
は
正
に
こ
の
條
件
を
最
も
具
備
し
て
い
 
 

仁
の
で
あ
る
。
 
 

話
1
 
密
明
夫
虫
紅
四
年
七
月
條
。
 
 
 



2
 
同
 
 
。
 
 

上
 
 

証
3
 
竹
内
理
三
、
寧
焚
法
文
、
下
巻
五
二
王
莞
 
 

三
 
柵
戸
移
配
の
攣
選
 
 
 

一
般
良
民
を
以
て
欄
戸
に
常
て
る
場
合
は
、
追
堵
地
域
に
割
合
近
い
薗
々
か
ら
 
 

で
あ
つ
た
の
一
は
常
然
で
あ
る
。
大
化
四
年
磐
舟
棚
に
配
し
た
用
戸
は
越
と
信
濃
か
 
 

ら
で
あ
つ
た
し
、
和
銅
七
年
出
羽
欄
戸
に
常
て
ら
れ
た
二
く
0
0
戸
は
尾
張
・
上
野
 
 

・
信
濃
・
越
後
の
四
囲
か
ら
で
あ
つ
た
。
養
老
元
年
出
羽
欄
戸
に
配
さ
れ
た
川
0
 
 

0
戸
も
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
山
国
団
か
ら
で
あ
り
、
同
三
年
七
月
出
羽
欄
 
 

に
配
さ
れ
た
二
〇
〇
戸
も
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
道
の
う
ち
か
ら
で
あ
つ
た
。
 
 
 

欄
戸
の
移
配
充
賓
は
以
上
の
例
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
に
出
羽
側
は
陸
奥
側
に
 
 

先
行
し
て
い
た
。
陸
奥
側
に
欄
戸
の
初
め
て
見
え
る
の
は
、
班
網
例
の
初
見
に
比
 
 

柵
 
 
戸
 
 考
 
（
横
棒
）
 
 
 

す
れ
ば
約
年
世
紀
以
上
も
お
′
～
れ
た
違
攣
元
年
五
月
で
あ
つ
て
、
相
撲
・
上
線
・
 
 

常
陸
・
上
野
・
武
威
・
下
野
か
ら
富
民
一
〇
〇
〇
戸
を
陸
奥
に
配
し
た
こ
と
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

天
卒
賓
字
三
年
に
雄
勝
柵
戸
に
常
て
う
璧
三
〇
〇
〇
人
も
坂
東
八
鰭
と
越
前
 
 

・
能
登
・
越
後
等
の
浮
浪
入
で
あ
つ
に
し
、
妊
暦
十
五
年
に
陸
奥
囲
伊
冶
城
に
遥
 
 

置
さ
れ
た
力
0
0
0
人
は
正
に
欄
戸
に
ち
か
い
な
い
が
、
彼
等
は
相
撲
・
武
威
・
 
 

上
線
・
常
陸
・
上
野
・
下
野
・
出
羽
・
越
後
等
り
民
で
あ
つ
た
。
同
二
十
一
年
正
 
 

月
の
勅
で
、
瞥
浮
城
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
四
〇
〇
〇
入
も
こ
れ
ま
た
欄
戸
 
 

に
ち
が
い
な
い
が
、
駿
河
・
甲
斐
・
相
漠
。
武
戒
・
上
線
・
下
総
・
常
陸
・
信
濃
 
 

・
上
野
・
下
野
等
の
浮
浪
人
を
以
て
充
て
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
以
上
を
表
示
 
 

す
れ
ば
次
の
細
く
で
あ
る
。
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こ
の
表
か
ら
著
し
い
二
つ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
∵
笹
珊
戸
移
配
の
翠
位
 
 

は
常
初
「
戸
」
で
ぁ
つ
た
も
の
が
、
天
卒
賓
字
二
年
に
浮
浪
人
一
〇
〇
〇
入
を
桃
 
 

生
用
の
欄
戸
に
配
し
た
こ
と
を
一
つ
の
境
界
と
し
て
奈
良
朝
来
か
ら
は
個
人
軍
使
 
 

の
稀
呼
で
記
載
さ
れ
．
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
「
戸
」
と
い
う
稀
呼
が
見
ら
れ
な
く
 
 

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
二
は
、
移
配
欄
戸
の
軍
使
稀
呼
が
「
戸
」
か
ら
「
人
」
に
愛
づ
た
天
卒
賓
 
 

字
二
年
を
境
界
と
し
て
、
こ
れ
以
前
の
珊
戸
に
は
一
般
良
民
か
克
て
ら
れ
て
い
た
 
 

も
の
が
、
こ
の
後
は
浮
浪
人
・
浸
官
奴
脾
・
乞
素
見
・
逃
亡
軍
士
・
犯
罪
者
等
が
 
 

充
て
ら
れ
る
場
合
が
多
く
∴
u
つ
た
こ
と
で
あ
る
8
 
 
 

常
て
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
と
表
裏
を
な
す
も
め
で
あ
る
。
欄
戸
移
配
箪
位
と
克
 
 

こ
う
見
て
く
る
と
、
境
界
点
と
な
つ
て
い
る
天
平
賓
字
二
年
頃
即
ち
八
世
紀
年
 
 

頃
は
東
北
蓬
塊
開
拓
史
上
に
重
要
皇
息
味
を
も
つ
て
い
た
時
制
で
あ
つ
た
こ
と
に
 
 

気
附
く
。
移
配
欄
戸
の
癖
呼
単
位
が
1
戸
」
か
ら
「
入
」
に
愛
っ
た
こ
と
は
、
第
 
 

二
の
傾
向
即
ち
欄
戸
に
一
般
良
民
が
充
併
勘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
特
殊
者
を
以
っ
て
 
 
 

つ
た
戸
は
、
常
時
の
家
族
構
成
上
か
ら
郷
戸
で
あ
つ
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
、
 
 

昇
戸
が
壬
軍
け
も
の
で
ぁ
つ
た
ら
う
。
令
制
で
は
移
居
樽
籍
は
原
則
と
し
て
禁
ぜ
 
 

ら
れ
、
特
例
以
外
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。
狭
郷
か
ら
冤
郷
に
移
る
場
合
、
託
3
 
 

外
官
の
子
孫
が
任
地
か
ら
そ
の
本
籍
に
貰
附
す
る
場
合
、
詫
4
功
に
よ
り
特
に
居
 
 

柵
／
戸
 
 
考
 
（
板
橋
）
 
 

を
攻
め
る
場
合
、
託
5
そ
れ
か
ら
開
園
に
移
る
場
合
等
か
そ
の
特
例
で
あ
る
。
し
か
 
 

し
乍
ら
一
般
に
は
こ
れ
ら
戸
籍
新
附
は
戸
翠
任
で
許
可
さ
れ
る
の
▲
が
古
令
以
凍
の
 
 

原
則
で
あ
つ
た
。
戸
令
新
附
條
の
古
記
に
「
新
附
戸
、
謂
末
附
帳
籍
之
戸
、
始
附
 
 

籍
帳
也
」
註
6
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
が
入
質
位
と
解
輝
き
れ
る
ょ
う
に
ハ
u
 
 

つ
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
仁
明
天
皇
の
天
昆
十
年
奉
勅
撰
令
義
解
で
「
謂
 
 

0
 
 

新
附
戸
者
、
莱
附
戸
籍
之
入
、
始
新
附
貫
也
」
託
7
と
見
え
て
凍
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
で
、
奈
良
朝
来
噴
か
ら
既
に
始
ま
つ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
豪
族
構
成
に
関
す
 
 

る
法
制
上
の
愛
化
と
、
丁
度
こ
の
頃
か
ら
料
潜
と
な
つ
て
凍
た
浮
浪
人
激
檜
の
傾
 
 

向
と
が
村
僕
っ
て
、
東
北
追
境
開
磯
事
業
が
浮
浪
人
問
題
解
決
の
一
施
策
と
な
つ
 
 

た
こ
と
を
こ
の
表
か
ら
察
知
出
凍
る
の
で
あ
る
。
．
 
 
 

透
境
施
策
常
初
は
、
そ
の
劃
制
約
重
要
性
に
か
ん
が
み
公
民
を
以
て
欄
戸
に
常
 
 

て
、
公
民
の
う
ち
で
も
特
に
勇
健
な
肇
質
の
も
の
が
常
て
ら
れ
た
の
は
常
然
の
こ
 
 

と
で
ぁ
る
。
冥
盛
元
年
、
濾
要
図
陸
奥
に
富
戸
を
以
て
し
た
こ
と
は
、
そ
の
証
左
 
 

で
あ
る
っ
 
こ
の
時
六
ケ
鰭
の
富
民
千
戸
が
陸
奥
に
移
配
さ
れ
た
の
一
は
、
こ
れ
よ
り
 
 

三
年
前
の
和
銅
五
年
十
月
に
陸
奥
固
か
ら
最
上
・
置
賜
の
二
郡
を
割
い
て
新
建
造
 
 

間
も
な
い
招
朋
困
に
諭
し
た
た
め
に
生
じ
た
陸
奥
団
の
囲
用
の
不
足
を
急
遽
な
閲
 
 

掘
進
抄
に
よ
つ
て
カ
バ
ー
す
る
意
味
を
も
つ
て
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
 
 
 

勇
健
な
る
良
民
、
し
か
・
も
こ
れ
に
配
・
T
る
に
、
夷
由
の
地
勢
や
民
情
に
明
る
い
 
 

四
一
 
 
 

○  
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欄
養
蝦
夷
を
以
っ
て
し
た
。
と
こ
ろ
が
八
世
紀
年
頃
以
降
、
良
民
以
外
の
も
の
も
 
 

欄
戸
に
配
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
つ
た
こ
と
は
商
連
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
弦
に
若
干
 
 

の
補
語
を
加
え
て
お
き
た
い
。
 
 
 

∴
奴
脾
を
欄
戸
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
解
放
さ
れ
て
良
民
と
な
る
っ
天
卒
賓
 
 

字
四
年
、
技
官
の
奴
二
三
三
人
と
脾
二
七
七
人
が
雄
勝
珊
に
配
さ
れ
並
に
解
放
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

二
、
浮
浪
者
や
乞
素
見
が
あ
て
ら
れ
た
。
 
 
 

三
、
犯
罪
者
が
首
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
天
卒
貨
字
元
年
四
月
條
に
、
不
 
 

孝
不
恭
不
友
不
順
の
者
あ
ら
ば
陸
奥
幽
桃
生
珊
と
出
羽
国
雄
勝
欄
と
に
配
し
、
風
 
 

教
を
あ
ら
た
め
以
て
遽
防
に
蕾
る
べ
さ
こ
と
を
令
し
て
い
る
。
同
年
七
月
に
け
宣
 
 

命
を
賜
は
つ
て
、
橘
奈
良
麻
呂
の
一
味
を
雄
防
の
棚
戸
と
し
て
い
る
。
天
平
賓
字
 
 

四
年
に
薬
師
寺
の
華
達
と
い
う
倍
か
博
戯
の
上
で
遽
に
同
寺
の
倍
範
曜
を
殺
奮
し
 
 

て
し
′
ま
つ
た
。
そ
の
圭
め
華
達
は
還
俗
せ
し
め
ら
れ
桃
生
珊
の
欄
戸
に
配
さ
れ
 
 

た
。
同
七
年
、
●
河
内
囲
丹
比
郡
尋
凍
淫
‥
公
開
麻
呂
が
母
を
殺
し
た
罪
に
坐
し
て
、
 
 

出
羽
国
雄
肪
の
相
月
に
配
さ
れ
た
。
紳
護
東
雲
元
年
、
私
錆
銭
犯
人
等
四
十
人
か
 
 

出
羽
に
流
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
相
戸
に
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
 
 
 

倍
尼
令
第
七
條
に
よ
る
と
倍
尼
は
人
と
闘
打
し
た
だ
け
で
も
還
俗
さ
せ
ら
れ
る
 
 

し
、
同
令
第
九
條
に
よ
れ
ば
博
戯
を
し
た
場
合
に
は
百
日
の
音
便
で
あ
る
。
俗
人
 
 

て
ら
殺
人
罪
は
死
罪
に
常
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
華
達
も
死
罪
を
免
ぜ
ら
れ
 
 

て
棚
戸
に
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
曹
至
要
抄
の
悪
逆
條
は
、
名
例
律
註
1
賊
 
 

盗
律
・
ぞ
引
用
し
て
父
母
を
殺
さ
ん
と
謀
っ
た
者
は
斬
罪
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
 
 

閲
麻
呂
も
死
罪
を
免
ぜ
ら
れ
て
欄
戸
に
配
さ
れ
た
も
の
．
で
あ
る
。
私
薦
銭
人
は
和
 
 

囲
二
 
 
 

銅
四
年
の
格
で
斬
罪
に
廃
さ
れ
碓
者
は
捜
公
、
家
口
は
皆
流
罪
に
な
る
規
定
で
あ
 
 

っ
た
。
私
餞
銭
人
は
か
く
も
重
罪
に
廃
せ
ら
る
べ
き
重
罪
犯
で
あ
り
、
度
々
の
特
 
 

赦
に
も
八
虐
劫
賎
●
柾
法
受
財
官
人
・
強
盗
霧
盗
・
故
殺
人
と
共
に
恩
典
に
浴
す
 
 

こ
と
が
拇
兼
な
か
づ
た
例
は
績
紀
に
屡
々
見
え
て
い
る
ぐ
天
卒
防
賓
五
年
二
月
十
 
 

五
日
の
勅
で
、
斬
刑
の
罪
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
遠
沈
と
な
つ
た
が
託
8
、
依
然
と
し
 
 

て
悪
質
に
重
罪
犯
人
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
は
壁
り
が
な
か
つ
た
詫
9
。
か
 
 

く
見
て
く
る
た
相
戸
に
配
さ
れ
た
犯
罪
者
は
い
づ
れ
も
重
科
犯
の
着
で
あ
つ
た
．
 
 
 

囲
、
逃
亡
軍
土
が
蕾
て
ら
れ
た
。
妊
暦
十
四
年
、
軍
国
か
ら
逃
亡
し
た
諸
国
S
 
 

軍
十
三
囲
○
人
駁
、
終
に
死
罪
を
宥
し
て
永
く
欄
卓
と
な
し
て
い
る
。
 
 
 

謙
1
。
緯
紀
に
よ
れ
ば
、
養
老
元
年
二
月
條
に
「
丁
酉
、
以
二
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
後
 
 

四
囲
百
姓
各
一
宵
戸
－
、
配
二
川
初
柵
戸
l
焉
」
と
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
二
年
前
に
蕾
 
 

る
琴
攣
一
年
九
月
條
に
「
以
二
陸
奥
図
鑑
賜
∴
最
上
二
部
及
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
 
 

後
田
園
百
敗
各
宮
戸
「
隷
〓
出
羽
閲
一
等
」
と
あ
る
 

っ
た
如
く
に
考
え
ら
れ
易
い
の
で
あ
る
が
、
案
免
二
年
に
は
移
配
が
行
は
れ
た
の
で
は
 
 

二
 
三
 
 

な
い
。
案
飽
二
年
の
記
載
は
九
月
乙
未
條
に
見
え
て
い
る
の
で
・
り
る
が
、
寅
は
こ
の
日
 
 

は
中
納
言
革
勢
靭
臣
萬
呂
が
弼
弱
国
を
建
て
て
以
爽
数
年
に
な
る
が
吏
臣
が
少
い
し
独
 
 

往
も
馴
順
し
な
い
の
で
近
国
か
ら
移
民
を
行
っ
て
狂
独
を
教
諭
し
、
兼
ね
て
地
利
を
保
 
 

ち
度
い
と
上
言
し
た
こ
と
が
聴
許
に
な
つ
た
日
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
 
 

の
日
に
、
濁
呂
の
上
言
に
従
っ
て
、
上
述
の
如
き
移
民
の
具
体
策
が
立
て
ら
れ
た
と
い
 
 

う
の
で
あ
る
。
こ
の
企
割
が
寒
地
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
養
老
二
年
で
あ
つ
 
 

た
の
で
あ
る
。
故
に
並
に
は
養
老
l
一
年
の
記
載
を
採
録
し
、
賽
鶴
二
年
の
記
載
は
棄
て
 
 

た
。
 
 

二
五
 
 
 

詫
2
。
天
平
賛
字
二
年
十
月
條
に
は
「
甲
子
、
撃
一
陸
奥
園
淳
通
人
∴
造
二
桃
生
城
一
、
眈
 
 

両
復
二
其
調
庵
∴
信
即
占
著
、
叉
浮
岩
之
徒
賃
銭
一
一
柵
戸
こ
 
と
あ
つ
て
、
こ
の
時
の
 
 

浮
宕
人
ほ
陸
奥
困
内
の
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
人
員
に
つ
い
て
は
記
載
を
 
 
 



欠
い
て
い
る
。
し
か
L
解
徳
紀
紳
穫
貴
会
三
年
正
月
條
に
、
陸
奥
わ
上
言
と
し
て
「
被
 
 

二
大
平
賀
字
三
年
符
l
、
差
二
浮
浪
人
一
千
人
∴
以
配
二
桃
塵
柵
戸
1
、
云
々
」
と
見
え
 
 

て
い
る
の
で
、
人
員
ほ
一
千
人
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
囚
に
こ
こ
に
天
平
実
字
三
 
 

年
と
あ
る
の
は
二
年
の
誤
字
誤
鰭
に
僻
遠
な
い
。
 
 
 

詫
3
。
戸
令
第
十
五
億
。
 
 
 

詫
4
。
三
代
賃
錬
。
光
孝
天
皇
仁
和
元
年
九
月
條
。
 
 
 

誅
5
。
同
上
。
清
和
天
皇
貞
親
八
年
十
l
月
條
。
 
 

詫
6
。
管
景
繹
義
三
塁
頁
。
 
 
 

託
7
。
同
 
上
。
 
 

託
8
。
三
代
終
巻
十
四
。
綺
日
本
紀
、
光
仁
天
皇
褒
怨
十
一
年
十
一
月
條
じ
 
 
 

詳
9
。
三
代
貿
録
㌻
清
和
天
皇
員
数
十
六
年
十
二
月
條
。
 
 

四
 
柵
戸
生
活
の
一
班
 
 

欄
は
東
北
追
境
鞄
指
先
端
基
地
で
あ
る
か
ら
、
欄
戸
の
宙
詣
女
任
萌
は
警
備
で
あ
 
 

つ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
化
四
年
に
磐
舟
欄
を
治
め
た
と
き
「
以
備
二
 
 

蝦
夷
」
と
い
い
、
久
光
仁
紀
賓
亀
十
一
年
八
月
慄
に
「
禦
レ
緻
保
レ
民
」
と
い
う
の
 
 

も
共
に
そ
の
任
務
の
端
的
㍍
表
明
で
あ
る
。
経
つ
で
武
器
を
と
つ
て
戦
闘
に
常
る
 
 

ほ
か
に
、
用
隠
の
建
設
作
業
や
補
繕
作
業
に
も
従
事
し
た
。
し
ん
、
し
、
奈
良
朝
初
 
 

割
に
陸
奥
出
羽
の
鏡
兵
制
度
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
直
接
戦
闘
任
務
を
鏡
兵
に
 
 

ゆ
す
り
、
欄
戸
は
開
拓
先
端
基
地
に
お
け
る
一
般
労
務
担
常
者
と
な
つ
た
っ
 
 
 

日
向
●
大
隅
・
薩
摩
の
珊
戸
に
は
調
塘
の
賀
組
が
あ
つ
た
こ
と
は
裔
穂
紀
夫
牢
 
 

沖
護
二
年
六
月
礫
に
「
丁
三
亥
、
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
三
歯
大
凪
、
桑
麻
損
慕
、
 
 

詔
、
勿
レ
収
＝
欄
戸
調
庸
」
と
見
え
て
い
る
の
で
わ
か
る
っ
こ
れ
に
謝
し
て
、
東
北
 
 

遼
堵
の
相
戸
の
負
担
は
果
し
て
如
何
や
あ
つ
た
ら
う
か
。
ひ
ろ
て
御
示
教
を
仰
ぎ
 
 

柵
 
 
斥
 
考
 
（
板
橋
）
 
 

▼
 
】
 
ヽ
 
○
 
 

†
し
 
 
 

欄
戸
で
逃
亡
す
る
者
が
あ
つ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
許
T
、
欄
戸
の
生
活
は
危
険
 
 

の
多
い
は
げ
し
い
労
働
の
明
け
暮
れ
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
精
油
的
文
化
耐
の
 
 

生
活
も
い
く
ら
か
あ
つ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。
前
述
の
細
く
欄
養
蝦
夷
で
出
家
沙
 
 

門
と
な
る
も
の
の
あ
つ
た
こ
と
や
、
更
に
欄
に
は
示
・
－
1
敢
が
あ
つ
た
こ
と
な
ど
か
ら
 
 

キ
ノ
ワ
 
 

察
知
さ
れ
る
。
清
和
紆
貞
靭
七
年
二
月
條
に
「
出
御
国
正
六
仕
上
城
輪
紳
・
畠
 
 

泉
面
、
並
堆
五
位
下
」
と
見
え
て
い
る
。
城
輪
紳
は
欄
の
う
ち
に
ま
つ
ら
れ
た
紳
 
 

で
あ
つ
た
に
準
ぇ
な
い
。
こ
の
城
輪
紳
は
、
十
五
年
後
の
暢
成
紀
元
盤
四
年
二
月
 
 

保
に
よ
れ
ば
、
塞
五
位
に
昇
格
さ
れ
て
い
る
。
 
 

欄
は
廣
寛
な
姓
境
に
あ
つ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
蝦
夷
接
境
地
に
あ
つ
た
た
め
 
 

に
、
棚
戸
の
生
活
は
所
謂
植
民
地
的
開
放
性
を
も
つ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
は
 
 

菖
然
で
あ
る
8
欄
門
の
出
入
に
は
き
ぴ
し
い
制
約
が
あ
つ
た
。
城
欄
の
門
は
時
限
 
 

に
よ
つ
て
鍵
閉
さ
る
べ
き
も
の
一
で
あ
り
、
し
か
も
閉
門
後
に
欄
を
越
え
る
こ
と
は
 
 

徒
一
年
を
以
て
罪
せ
ら
れ
た
。
証
2
 
 
 

軍
防
今
の
集
解
が
今
日
一
は
ろ
ん
で
し
ま
つ
て
侍
ら
な
い
の
で
、
そ
の
詳
細
を
知
 
 

U
O
0
0
 
 

る
こ
と
は
出
兼
な
い
が
、
同
令
の
第
六
十
五
像
に
よ
れ
ば
「
凡
線
＝
鹿
追
・
北
進
・
 
 

西
準
諸
郡
入
居
、
皆
於
二
城
壁
内
∵
安
置
、
英
資
田
之
併
、
碓
置
二
舵
合
」
筆
意
 
 

時
」
堪
二
螢
倖
衰
、
揖
就
二
証
田
一
、
牧
飲
詰
、
勒
遅
、
其
城
璧
朋
泰
軍
準
恵
 
 

庭
属
戸
」
 
随
レ
閑
修
理
」
と
あ
つ
て
、
栗
原
柳
巷
の
軍
防
令
議
養
以
凍
こ
こ
に
い
 
 

う
東
迭
と
は
筆
削
哩
返
賀
郡
、
北
追
と
は
同
幽
宗
像
郡
、
西
蓬
と
は
同
薗
那
珂
郡
 
 

か
ら
早
良
郡
悟
土
郡
に
至
る
範
囲
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
、
託
3
こ
の
解
絆
 
 

に
は
疑
義
が
あ
る
。
閲
市
令
撃
ハ
條
に
「
凡
弓
箭
兵
器
、
並
不
レ
得
下
輿
＝
諸
撃
市
 
 

四
三
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弟
二
審
 
 

O
U
O
O
 
 

易
上
其
東
通
・
北
追
、
不
ユ
得
レ
選
＝
銑
吟
」
と
見
え
て
い
る
。
東
通
北
遽
と
い
う
 
 

詔
は
北
九
州
だ
と
は
解
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
空
事
に
も
開
市
今
の
集
解
も
今
 
 

日
ほ
ろ
ん
で
し
ょ
つ
て
侍
ら
な
い
の
で
委
細
を
知
る
こ
と
は
掲
兼
な
い
が
、
封
大
 
 

陸
防
衛
上
か
ら
北
九
州
に
こ
そ
鉄
冶
は
必
要
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
蝦
夷
地
と
 
 

接
壊
し
て
い
る
束
北
港
境
に
あ
つ
て
は
、
屡
々
蝦
夷
の
反
乱
に
遇
っ
て
城
欄
の
み
 
 

な
ら
す
か
行
㌻
り
康
夫
甘
執
拓
地
域
さ
え
侵
さ
れ
る
こ
と
 

地
域
に
あ
つ
て
は
、
常
時
夷
賎
に
勤
し
て
最
も
卓
越
し
て
い
た
鉄
冶
技
術
の
停
習
 
 

を
、
、
夷
類
か
ら
守
る
必
要
が
あ
つ
た
。
闊
市
今
の
土
の
條
文
は
か
か
る
特
殊
事
情
 
 

の
み
つ
た
東
北
逢
境
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
 
 

自
然
な
解
樺
腰
度
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
軍
防
令
に
い
う
東
通
北
蓬
と
 
 

い
う
語
も
奥
羽
地
方
窒
息
昧
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
さ
て
こ
こ
で
東
 
 

通
北
蓬
を
奥
網
地
方
で
あ
る
と
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
れ
で
は
何
故
に
奥
羽
地
方
 
 

と
い
う
翠
一
些
域
が
、
令
文
で
は
東
通
と
北
追
の
二
つ
に
分
け
て
記
載
さ
れ
た
か
 
 

と
い
う
凍
問
か
鬼
づ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
シ
ナ
文
化
の
影
響
を
 
 

ぅ
け
て
い
た
頃
の
日
本
に
は
、
己
を
と
り
ま
く
周
逸
地
域
を
東
夷
北
狭
西
戎
繭
攣
 
 

と
見
撤
し
己
の
国
土
を
中
央
地
域
と
自
負
し
中
華
と
す
る
シ
ナ
の
考
え
方
も
取
り
 
 

い
れ
ら
れ
て
、
京
師
を
中
心
と
し
て
日
本
の
図
上
を
も
東
西
南
北
の
名
稀
で
よ
び
 
 

な
ら
す
凪
が
あ
つ
た
。
公
式
令
第
五
十
〓
條
の
集
解
に
よ
れ
ば
、
北
陸
道
と
は
日
 
 

本
海
沿
岸
些
域
を
北
方
と
見
撤
し
て
の
・
陸
道
の
呼
稀
で
あ
り
、
本
土
北
方
の
魔
道
 
 

の
塞
き
た
臭
か
北
連
な
の
で
あ
る
。
中
山
道
と
は
跡
記
の
い
う
如
く
東
海
道
と
北
 
 

陸
道
と
の
「
奈
加
津
道
し
の
山
道
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
本
土
を
東
西
南
北
の
四
 
 

方
に
分
け
る
と
す
れ
ば
東
海
道
と
共
に
東
方
と
見
倣
さ
れ
て
東
山
遺
と
も
呼
ん
だ
 
 

回
田
 
 
 

の
で
あ
・
㌔
東
海
道
と
東
山
道
の
轟
き
た
先
の
地
域
が
東
通
で
あ
つ
た
。
詫
4
歯
 
 

日
本
紀
で
は
、
回
し
奥
羽
地
方
の
蝦
夷
一
曾
記
す
場
合
に
も
、
奥
朋
脊
梁
山
泳
の
東
 
 

部
の
蝦
夷
を
東
夷
に
な
ら
つ
て
夷
と
記
載
し
、
西
部
の
蝦
夷
を
北
狭
に
な
ら
つ
て
 
 

秋
と
記
載
し
わ
け
て
い
る
。
碓
っ
て
、
同
じ
蝦
夷
を
征
討
す
る
賂
軍
も
、
出
御
側
 
 

は
持
節
鏡
秋
清
華
と
か
粗
鋼
鏡
秋
盛
軍
と
よ
ば
れ
、
陸
奥
側
は
時
節
征
夷
鹿
重
な
 
 

ど
と
呼
ば
れ
た
例
は
屡
々
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
。
従
っ
て
、
軍
防
食
に
い
 
 

ぅ
東
通
北
速
は
、
奥
羽
望
カ
の
逢
妻
地
域
を
指
し
て
い
る
▼
も
の
で
あ
る
し
一
癖
し
に
 
 

い
。
も
つ
と
も
、
こ
の
軍
防
令
に
述
べ
て
い
る
の
は
欄
戸
の
生
活
ぶ
り
で
あ
る
と
 
 

い
う
明
証
は
な
い
が
、
束
北
蓬
境
の
諸
郡
の
一
般
良
民
の
う
ち
に
■
て
ら
か
く
の
如
 
 

き
生
活
ぶ
り
ぉ
し
て
い
た
一
部
の
良
民
が
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
し
て
や
欄
 
 

戸
の
生
活
は
、
か
か
る
生
活
ぶ
り
で
あ
つ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

萬
東
集
巻
十
掴
に
あ
る
「
き
べ
人
の
ま
だ
ら
真
に
綿
さ
は
に
入
ト
ノ
打
て
ま
し
も
の
 
 

妹
が
を
ど
こ
に
」
の
「
き
べ
」
を
地
名
と
解
す
る
諒
と
、
も
う
一
つ
は
欄
戸
と
解
 
 

す
る
詮
と
の
二
説
か
行
は
れ
て
い
る
が
、
欄
戸
詮
に
徒
う
な
ら
ば
∵
欄
戸
の
乏
し
 
 

い
生
活
が
偲
は
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

誌
1
。
続
日
本
紀
、
辟
徳
夫
畠
紳
護
賢
雲
三
年
正
月
條
。
「
本
是
（
桃
生
柵
戸
と
し
て
配
し
た
 
 

浮
浪
人
一
〇
〇
〇
人
の
こ
と
）
惜
撃
一
塊
避
こ
浮
標
蓬
鱒
．
将
下
苧
一
成
下
（
桃
生
柵
の
 
 

こ
と
）
後
逃
亡
上
」
。
 
 

延
書
式
二
十
九
刑
部
式
。
 
 
 

託
2
。
律
逸
巻
之
二
、
衛
禁
律
。
（
頼
々
群
書
類
従
第
六
法
制
部
三
六
七
頁
）
 
 
 

誌
3
。
窪
美
保
昌
、
大
賀
令
新
郎
。
五
二
〇
頁
。
 
 

誉
 
警
篇
繹
義
。
七
七
六
頁
 
 

－
一
九
凹
一
・
一
－
 
 
 




